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は じ め に 

 

 

 当協会ではこれまで、牛乳・乳製品の持つ機能性について実証調査及び研究を行い、

特に牛乳・乳製品の持つ三次機能（生体調整機能）に関するエビデンスを確立してき

ました。 

 平成２２年度におきましても実証調査研究を委託実施し、このたび報告頂いた成果

２題を報告書として取りまとめました。 

 この報告書が、広く関係者のご参考となり、牛乳・乳製品に関する学術研究のさら

なる発展及び消費拡大に寄与できれば幸いに存じます。 

 おわりに当たり、本調査研究に鋭意取り組まれ報告頂いた先生方には、心からの謝

意を表します。 
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